
東京都立港特別支援学校  １２月号 
 令和５年 12月１日発行 

   校 長 岡戸 良雄 

 職能開発科主任 山 本  進 

 

 

 急激な寒さの訪れに秋らしさを感じられないまま 12月を迎えました。 

１学年の就業体験は、11月下旬の回で全業種の体験を終了しました。３学年の現場実習もほぼ

終了しています。２学年の現場実習は、11月下旬から 12月中旬にかけて実施中です。このよう

に、一つ一つの行事を終えていくと年末だということを実感します。 

職業を選択する上で大切なことは、自分の能力や性格、興味・関心などを正しく把握するだけ

ではありません。職業の内容をよく知ることだということは、就業体験や現場実習、パートナー

シップ実習を経験した生徒の皆さんが一番感じていることだと思います。「仕事とは何か」「働く

とはどういうことか」を、ぜひ振り返ってみましょう。 

３学年のこの時期は、就労先さらには自らの将来を決める重要な時期です。じっくり話し合

い、後悔のない進路を選択しましょう。また、１・２学年の皆さんは、就業体験、現場実習、パ

ートナーシップ実習などの経験を活かし、慌てることのないよう今から準備を進めていきましょ

う。 

 

 

■ 就業体験を終えて(１学年生徒の感想) 

６月から 11 月まで、６回実施した就業体験では、多くを感じることができたようです。生徒の

感想を紹介します。 

 

仕事に必要だと感じたこと 

  身だしなみを整える、挨拶をする、大きな声で返事をする、時間を守る、人の話を素直に聞く、

自分の仕事を振り返る、相手の顔を見て話す・聞く など 

 

感想 

〇テーブル拭きを体験した時、学校で学んだやり方と違っていた。その場に応じた対応が大事だ

と感じた。 

〇社員の方の説明が分かりやすく、言葉遣いも丁寧だった。自分も普段から気を付けたい。 

〇どんな仕事でも体力が必要だと分かった。 

〇物を扱うときには丁寧に扱う。「お客様第一」を心掛ける。 

〇清掃の仕事だけではなく、清掃の仕事と色々な仕事をいっしょに行なうことを知った。いろい

ろな仕事を知らなければならないと分かった。 

 

 「仕事とは何か」「働くとはどういうことか」、就業体験を振り返り、また感想を述べ合うことで、

お互いに学びを深めることができたのではないでしょうか。 

 

 就業体験においては、長期にわたり保護者の方にも御協力をいただきありがとうございました。 

 

 

 

（裏面も御覧ください） 

 

職能開発科だより 

 



■１２月・１月の主な予定 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

１２月 ４日（月）ＰＳ実習（３年食品コース） 

    ５日（火）プログラミング教育（５・６限 ＳＯＮＹ）（１学年） 

１２日（火）避難訓練（地震・津波） 

１４日（木）出前授業（３年事務・情報処理） 

日本語ワープロ検定試験（検定申込者） 

１５日（金）情報処理技能検定試験（検定申込者） 

１８日（月）ＰＳ実習（３年食品コース） 

２２日（金）給食終了 

   ２５日（月）終業式（11時 20分下校） 

   ２６日（火）冬季休業日（始） 

 

 １月 ９日（火）始業式（11時 20分下校） 

   １０日（水）書き初め会（５・６限） 

   １２日（金）生徒会選挙告示 

   １５日（月）体重測定（全学年） 

   １６日（火）身だしなみ講座（３学年） 

   ２２日（月）ＰＳ実習（１年清掃、３年食品コース） 

   ２３日（火）出前授業（３年事務・情報処理） 

   ２４日（水）避難訓練（地震） 

         ＰＴＡ進路講演会（午後 体育館） 

   ２５日（木）公開研究会（13時 45分下校） 

   ２９日（月）ＰＳ実習（１年清掃） 

   ３０日（火）期末テスト 

   ３１日（水）ＰＳ実習（２年食品コース） 


